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府中市健康地域づくり審議会 

第２２回次世代創造分科会 報告書 

 

１ 日 時：令和元年９月２６日（木）１５：００～１８：３０ 

２ 場 所：府中市役所２階 第一応接室 

３ 出席者：吉 原   純（分科会会長） 板 橋 千代美（分科会副会長） 

 田 中 幸 夫（分科会委員）  門 田 和 也（分科会委員） 

 宗 藤 正 典（分科会委員）  河 村 昌 子（分科会委員） 

４ 概 要 

 ⑴ 開会 

 ⑵ 分科会長あいさつ 

⑶ 報告 

①保育所施設整備事業について 

⑷ 議事 

  ①令和元年度分科会施策について 

   ア.第２期府中市子ども子育て支援計画策定事業 

   イ.府中市子育て世代包括支援センター 

   ウ.放課後児童クラブ見直し事業 

   エ.保育環境充実 

  ②令和２年度施策について 

 ⑸ 閉会 

 

 以下、主な質疑及び意見等 

 

【報告①】 

  質疑なし 

 

【議事①】イ・ウ・エ・アの順に意見交換 

 イ. 府中市子育て世代包括支援センターについて 

質 問 外国籍の子育てサロンはどれだけの参加があったのか。 

 

  事務局 計６名の参加があった。 

 

  質 問 南部圏域での実施は。 

 

  事務局 将来的には全市で実施したい。 
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  質 問 上下地域で外国人が増えているのはなぜか。 

 

  意 見 労働力の確保のための条件緩和によって外国人労働者が増えている。 

  

  意 見 これから増えてくるであろう外国人にとっての支援もネウボラの役割になっ 

てくる。 

 

 ウ.放課後児童クラブ見直し事業について 

  質 問 放課後児童クラブ以外、他に居場所はあるのか。 

  

  事務局 放課後デイ、コミュニティキッチン、放課後子供教室などがある。 

 

  質 問 放課後児童クラブと放課後子供教室の一体化は。 

 

  事務局 現在一体型という運営は協議会をつくって進めているところ。だが、制度上 

の違いもあり、全く一緒というのは難しい。 

 

  質 問 子どもの健全育成という点を大事にしていきたい。子育てのアウトソーシン 

グ化になってはいけない。 

 

 エ.保育環境の充実 

  （質疑なし） 

 

 ア.第２期府中市子ども子育て支援計画策定事業について 

 【重点施策②】働きながら子育てをする親が安心して子育てができる支援環境づくり 

  意 見 子どもが小学校に入学するタイミングで離職されるケースも多いと聞く。も 

う少し問題を深掘りする作業があってもいいと思う。 

 

  意 見 小学校入学時の課題について、放課後児童クラブを利用している保護者の目 

線に立てば時間の延長のようなことだときりがない。 

 

 【重点施策③】「教育のまち府中」の強みを子育て支援に活かすまちづくり 

  意 見 コミュニティスクール（以下、ＣＳと表記）は地域の人の力を借りてサポー 

トしようというイメージ。 
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  意 見 これまでのＣＳを引き継ぐ人の熱量があるのかが大事。 

 

  意 見 仕組みは府中市として独自のものを確立できている。小中一貫教育とＣＳが 

ここまできているものを活かしていく必要がある。 

 

  意 見 ＣＳでやっているところに企業が関わっているケースが少ないので、企業が 

参加すればより幅広いものができるのではと話しをしている。 

 

  意 見 小中一貫教育もしており教育課程の特例が認められている市でありながら、 

ＣＳも先駆けてやっていることはかなり有利なポジションにいると思う。う 

まく形になって広報されればいいと思う。 

 

【重点施策④】子育て家庭を地域・情報・人を“つなぐ”場づくり 

  意 見 課題に地域とつながる機会が少ないということだが、機会はあるが声をかけ

ても参加が少ないというのが現状。 

 

  意 見 何かあるときに子育てステーションへ行けば、そこで一本で事を進めること

ができるのがいいのかなと思う。市役所の中にたくさん窓口がありすぎるよ

りも子育ての相談はここというのがいいと思う。 

 

  意 見 何か機会があれば地域の人が子育てステーションに顔を出すようにされれば、

地域の人とも知り合いになれるし、つながるし、行きやすくなるのではない

か。 

 

  意 見 民生委員コーディネーターというのは。 

 

  事務局 介護保険の関係である。生活支援コーディネーターとネウボラコーディネー 

ターを引き合せたところ、一気にこういうことをやろうということが広がっ 

ている。 

 

【重点施策⑤】市の少子化を抑える 

  意 見 集まってみんなで汗水流して何かをする中で出会いが生まれる方がいいので 

はないか。いろんな人とつながりながら市の活性化に役立って、楽しみなが 

らいい人が見つかったらいい。 

 

  事務局 市のために継続的にまちづくりなどに取り組んでいけるグループなどをつく 
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ってはどうかと事務局で考えている。 

 

  意 見 少子化支援として、出産支援を考えないといけないのではないか。 

 

  意 見 三次市は人口が増えている。不妊治療を全額負担してくれる。 

 

  意 見 府中市も施策を幅広くやっているが特徴が見えにいく。高梁市では４人目を 

出産すると一千万円交付した。広報効果はある。シンボリックなことは広報 

につながりやすい。 

 

  意 見 本当はこの府中市が魅力的だからここに住みたい、補助がもらえるからとい 

うのではなく。 

 

  意 見 三次市のホームページは分かりやすく、施策が一目でぱっとわかる。 

 

  意 見 府中市でもやっていることはたくさんあると思う。見せ方が大事だと思う。 

 

【議事②】令和２年度施策について 

質 問 放課後児童クラブの民間業者への委託については進んでいるのか。 

 

  事務局 どういう方向かよいのか検討しているところである。 

 

  意 見 アイデアをひねって府中に寄り添った運営の形、指定管理の形を取ってもら 

えた方がいいと思う。 

 

  意 見 結婚支援として、集まってみんなで汗水流して何かをする中で出会いが生ま 

れることがいいのではないか。いろんな人とつながりながら市の活性化に役 

立って、楽しみながらいい人が見つかったらいいと思う。 

 

 ⑸ 閉会 分科会副会長あいさつ 


